
伊豫の学びから世界の学びへ
～ グローカルマインドを持ったグローバル人材の育成 ～

愛媛大学附属高等学校



愛媛大学附属高校の紹介
• 本校の歴史

明治３３年 愛媛県農業学校
大正 ７年 愛媛県立松山農業学校
昭和２４年 松山農科大学附属農業高等学校
昭和３１年 愛媛大学農学部附属農業高等学校
平成２０年 愛媛大学附属高等学校



愛媛大学附属高校の紹介
• 総合学科

全校生徒360名（１年：１２０名 ２年：１２０名 ３年：１２０名）



本日のテーマ

はじめに

１．ＳＧＨ事業の概要
（１）概要
（２）ＳＧＨ科目（高大連携）

「伊豫学」「地域の産業」「グローバル・スタディーズ」「異文化理解」
「課題研究」「リベラル・アーツ」

（３）研修組織

（４）研究成果の普及

２．ＳＧＨ事業の成果と課題

３．今年度以降の改善点



愛媛大学附属高等学校



はじめに

地域：人材流出による地方の衰退
生徒：愛媛大学の海外研修プログラムに興味



１．ＳＧＨ事業の概要

地域社会の持続的発展に責任を持つ
グローカルな視点を備えた人材の育成



グローカル

課題追究能力

３年

■課題を発見し立ち向かう力

■多様な価値を理解し対話する力

■論理的に思考し判断する力

■知識や技能を適切に運用する力

グローバルローカル

自ら設定した課題にチャレンジする

課題研究 リベラル・アーツ

一人一課題を設定し

解決のための探究

活動を行う

大学生との協働

学習を通して確

かな学力を身に

つける

２年

１年

身につけさせたい力

協定校の窓口から世界を見る

グローバル・
スタディーズ 異文化理解

地域の課題と世界の

課題とのつながりを

理解する

協定校と協力して

世界の人々と交流

する

地域を多面的観点から探求する

伊豫学

●就農体験

●えひめグローバルネットワーク

●愛媛大学サポート協力企業

●子規記念博物館 など

地域の産業

専門家を招き、愛媛

の歴史・文化、環境

などを学習する

農業実習を通して

六次産業化の現状

を理解する

地域のステークホルダー
との連携

論理的な思考能力

ルーマニア、アメリカ、韓国

オーストラリア、フィリピン

モザンビーク、インドネシア

海外の協定校との連携

コミュニケーション能力

愛媛大学との接続

●パイオニアＡＰプログラムの推進

●ルーブリック評価による課題研究

の高度化

●「ＳＵＩＪＩ」への参加

●留学生インターンシップ参加

グローカルマインドを持ったグローバル人材の育成

伊豫の学びから世界の学びへ
い よ



本校の目指すグローバル人材

地域の課題と世界の課題を統合的に捉えるグローカルな視点を持ち、

社会課題に対して失敗を恐れずに挑戦し続ける人材

（１）概要



グローカル

課題追究能力

３年

■課題を発見し立ち向かう力

■多様な価値を理解し対話する力

■論理的に思考し判断する力

■知識や技能を適切に運用する力

グローバルローカル

自ら設定した課題にチャレンジする

課題研究 リベラル・アーツ

一人一課題を設定し

解決のための探究

活動を行う

大学生との協働

学習を通して確

かな学力を身に

つける

２年

１年

身につけさせたい力

協定校の窓口から世界を見る

グローバル・
スタディーズ 異文化理解

地域の課題と世界の

課題とのつながりを

理解する

協定校と協力して

世界の人々と交流

する

地域を多面的観点から探求する

伊豫学

●就農体験

●えひめグローバルネットワーク

●愛媛大学サポート協力企業

●子規記念博物館 など

地域の産業

専門家を招き、愛媛

の歴史・文化、環境

などを学習する

農業実習を通して

六次産業化の現状

を理解する

地域のステークホルダー
との連携

論理的な思考能力

ルーマニア、アメリカ、韓国

オーストラリア、フィリピン

モザンビーク、インドネシア

海外の協定校との連携

コミュニケーション能力

愛媛大学との接続

●パイオニアＡＰプログラムの推進

●ルーブリック評価による課題研究

の高度化

●「ＳＵＩＪＩ」への参加

●留学生インターンシップ参加

グローカルマインドを持ったグローバル人材の育成

伊豫の学びから世界の学びへ
い よ



グローバル人材育成における高大連携授業の概要

大
学
教
員
と
の
事

前
打
合
せ

「地域の産業」

「異文化理解」（高大連携授業）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
交
流

「伊豫学」（高大連携授業）

愛媛の自然環境、
文化、産業、歴史、
科学技術と情報、
医療と福祉、国際
社会とのつながり
等をテーマとした
課題発見解決型の
授業

愛媛の現状を踏まえ
た農業の六次産業化
の動向を知り、地域
の課題を発見・探究
する授業

「グローバル・スタディーズ」
（高大連携授業）
地域の課題と世界
で起こっている社
会課題との繋がり
について学習する
授業

海外の協定校（５か
国：５高校、２大
学）との交流、現地
渡航を通して、協働
的な課題解決学習を
行う授業

大学教員50名の指導
の下、地域あるいは世
界の課題を一人一課題
設定し、１年間かけて
探求型調査・研究を行
う授業

「課題研究」（高大連携授業） 「リベラル・アーツ」（高大連携授業）

愛媛大学共通教育科目
10講座から1講座を選
択し、大学生と一緒に
受講する授業。

ＳＧＨ事業
Super Global High School

（１）概要



・愛媛大学と連携し、大学教員と高校教員のTTによる地域
課題発見型授業（30講座）を実施

・地元企業、ＮＧＯによる特別授業（3講座）を実施
・外国政府機関及び外務省と連携した特別授業（2講座）
を実施

・愛媛大学主催のシンポジウム（1講座）に参加

（２）ＳＧＨ科目 「伊豫学」（2単位）



講義

グループ

ディスカッ
ション

発表

能動的なグループディスカッションを積極的に取り入れた授業を実施

まとめ

（２）ＳＧＨ科目 「伊豫学」



• 樽味ｷｬﾝﾊﾟｽにｲﾉｼｼが侵入したらどうすればよいか？(具体的に）

• 生物多様性を守るために、ひとりひとりができることは？

• 三津浜地区そのもの及びその地域の再生と進行につながる資源
を紹介しなさい

• 野宿者についてどう思うか？多様な人たちが生活しやすい街とは
何か？

• 四国遍路を世界遺産にするべきかどうか

• 知らない英単語の伝え方

• 幸せな生活を送るためには何が必要か

• 「健が直美にコーヒーをおかわりした。」何通りの解釈があるか？

• 興居島に橋を架けたらよいと思うか？

• 日本の首相だとして、日本の食料自給率を上げる政策

• 伊予（愛媛県）を知って元気にする方法

（２）ＳＧＨ科目 「伊豫学」ディスカッションテーマ例



グローバル人材育成における高大連携授業の概要

大
学
教
員
と
の
事

前
打
合
せ

「地域の産業」

「異文化理解」（高大連携授業）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
交
流

「伊豫学」（高大連携授業）

愛媛の自然環境、
文化、産業、歴史、
科学技術と情報、
医療と福祉、国際
社会とのつながり
等をテーマとした
課題発見解決型の
授業

愛媛の現状を踏まえ
た農業の六次産業化
の動向を知り、地域
の課題を発見・探究
する授業

「グローバル・スタディーズ」
（高大連携授業）
地域の課題と世界
で起こっている社
会課題との繋がり
について学習する
授業

海外の協定校（５か
国：５高校、２大
学）との交流、現地
渡航を通して、協働
的な課題解決学習を
行う授業

大学教員50名の指導
の下、地域あるいは世
界の課題を一人一課題
設定し、１年間かけて
探求型調査・研究を行
う授業

「課題研究」（高大連携授業） 「リベラル・アーツ」（高大連携授業）

愛媛大学共通教育科目
10講座から1講座を選
択し、大学生と一緒に
受講する授業。

ＳＧＨ事業
Super Global High School



野菜部門
「葉の枚数におけるトマトの糖度アップについて」

「葉の枚数におけるミニトマトの糖度アップについて」
「ミニトマトの品種間差について」

果樹部門
「アレキサンドリア栽培」

「アモーレ栽培」
「摘果による早生温州の品質の違い」

草花部門
「切り花・多肉植物の栽培とアレンジによる利用の方法」
「鉢物の栽培と寄せ植えによる付加価値を高める方法」
「緑化植物の栽培と屋上緑化に適する植物の選定について」

作物部門
「もち米の栽培 籾まきから収穫、加工、販売まで」
「カラシナの栽培と出荷調整」
「緋のかぶらの栽培と出荷調整（野菜分野と共同実施）」

（２）ＳＧＨ科目 「地域の産業」（３単位）



（２）ＳＧＨ科目 「地域の産業」（３単位）

カラシナ
の収穫

出荷
調整

カラシナ
の播種

企業に
出荷

地元企業
と連携・

販売



検証評価：質問調査を実施

次の項目について知っていることを書きなさい（自由記述）

①地域（愛媛）の課題、またその解決方法

②愛媛の歴史

③愛媛の文化

④愛媛の環境

⑤愛媛の経済

⑥愛媛の産業

⑦その他、愛媛について

⑧世界の課題、またその解決方法



0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

１年生５月 １年生１月 ２年生１月 ３年生１月

キ
ー
ワ
ー
ド
数
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２愛媛の歴史
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４愛媛の環境

全校生徒対象アンケート結果 1年：120名 2年：118名 3年：77名

※エラーバー：標準偏差
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0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

１年生５月 １年生１月 ２年生１月 ３年生１月

キ
ー
ワ
ー
ド
数

８世界の課題、またその解決方法
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５愛媛の経済
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７その他、愛媛について

全校生徒対象アンケート結果 1年：120名 2年：118名 3年：77名
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※エラーバー：標準偏差



全校生徒対象アンケート結果 1年：120名 2年：118名 3年：77名
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全校生徒対象アンケート結果 1年：120名 2年：118名 3年：77名
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グローバル人材育成における高大連携授業の概要

大
学
教
員
と
の
事

前
打
合
せ

「地域の産業」

「異文化理解」（高大連携授業）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
交
流

「伊豫学」（高大連携授業）

愛媛の自然環境、
文化、産業、歴史、
科学技術と情報、
医療と福祉、国際
社会とのつながり
等をテーマとした
課題発見解決型の
授業

愛媛の現状を踏まえ
た農業の六次産業化
の動向を知り、地域
の課題を発見・探究
する授業

「グローバル・スタディーズ」
（高大連携授業）
地域の課題と世界
で起こっている社
会課題との繋がり
について学習する
授業

海外の協定校（５か
国：５高校、２大
学）との交流、現地
渡航を通して、協働
的な課題解決学習を
行う授業

大学教員50名の指導
の下、地域あるいは世
界の課題を一人一課題
設定し、１年間かけて
探求型調査・研究を行
う授業

「課題研究」（高大連携授業） 「リベラル・アーツ」（高大連携授業）

愛媛大学共通教育科目
10講座から1講座を選
択し、大学生と一緒に
受講する授業。

ＳＧＨ事業
Super Global High School



愛媛大学の留学生とのＩＣＴを活用した交流

・愛媛大学の教員による授業により、地域の課題とグローバル

な社会課題との繋がりについて学習

・愛媛大学教員によるキャリア学習（８時間）を実施

・愛媛大学の留学生（１０名）との教育プログラムを企画・実施

（２）ＳＧＨ科目 「グローバル・スタディーズ」（２単位）



グローバル人材育成における高大連携授業の概要

大
学
教
員
と
の
事

前
打
合
せ

「地域の産業」

「異文化理解」（高大連携授業）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
交
流

「伊豫学」（高大連携授業）

愛媛の自然環境、
文化、産業、歴史、
科学技術と情報、
医療と福祉、国際
社会とのつながり
等をテーマとした
課題発見解決型の
授業

愛媛の現状を踏まえ
た農業の六次産業化
の動向を知り、地域
の課題を発見・探究
する授業

「グローバル・スタディーズ」
（高大連携授業）
地域の課題と世界
で起こっている社
会課題との繋がり
について学習する
授業

海外の協定校（５か
国：５高校、２大
学）との交流、現地
渡航を通して、協働
的な課題解決学習を
行う授業

大学教員50名の指導
の下、地域あるいは世
界の課題を一人一課題
設定し、１年間かけて
探求型調査・研究を行
う授業

「課題研究」（高大連携授業） 「リベラル・アーツ」（高大連携授業）

愛媛大学共通教育科目
10講座から1講座を選
択し、大学生と一緒に
受講する授業。

ＳＧＨ事業
Super Global High School



・対象国：５カ国（５高校、２大学）と交流

・対象 ：２年生全員（120名）

・指導者：高校教員・大学教員20名による指導体制

（２）ＳＧＨ科目 「異文化理解」（１単位）

アメリカ オーストラリア フィリピン ルーマニア 台湾

交流高校 ＪＦＫ高校 St Andrews高校 ＵＰＩＳ（高校） イオンクレアンガ高校
義守大学附属

高級中学（高校）
交流大学 ブカレスト大学 義守大学

高校指導教員 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名
大学指導教員 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名



平成29年度 「異文化理解」海外研修ロードマップ

（２）ＳＧＨ科目 「異文化理解」（１単位）



質問項目 渡航前（９月） 渡航後（１月）

問題発見力が身に付いた 86％ 90%
問題解決力が身に付いた 74% 83%
データ・情報の収集力が
身に付いた

82% 94%

分析力が身に付いた 78% 93%
提案力が身に付いた 66% 82%

海外研修者対象アンケート結果 対象：海外研修参加生徒

（２）ＳＧＨ科目 「異文化理解」（１単位）



グローバル人材育成における高大連携授業の概要

大
学
教
員
と
の
事

前
打
合
せ

「地域の産業」

「異文化理解」（高大連携授業）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
交
流

「伊豫学」（高大連携授業）

愛媛の自然環境、
文化、産業、歴史、
科学技術と情報、
医療と福祉、国際
社会とのつながり
等をテーマとした
課題発見解決型の
授業

愛媛の現状を踏まえ
た農業の六次産業化
の動向を知り、地域
の課題を発見・探究
する授業

「グローバル・スタディーズ」
（高大連携授業）
地域の課題と世界
で起こっている社
会課題との繋がり
について学習する
授業

海外の協定校（５か
国：５高校、２大
学）との交流、現地
渡航を通して、協働
的な課題解決学習を
行う授業

大学教員50名の指導
の下、地域あるいは世
界の課題を一人一課題
設定し、１年間かけて
探求型調査・研究を行
う授業

「課題研究」（高大連携授業） 「リベラル・アーツ」（高大連携授業）

愛媛大学共通教育科目
10講座から1講座を選
択し、大学生と一緒に
受講する授業。

ＳＧＨ事業
Super Global High School



課題研究代表者発表会
平成31年2月9日（土）
9:30～12:30
愛媛大学南加記念ホール

（２）ＳＧＨ科目 「課題研究」（３単位）
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「課題研究」の取組について
a非常に意義がある bどちらかといえば意義がある

c普通 dあまり意義があるといえない

e全く意義がない



55%

59%

66%

58%

62%

71%

59%

7%

18%

9%

12%

13%

11%

9%

8%

7%

6%

5%

5%

3%

3%

4%

2%

2%

3%

3%

4%

7%

11%

7%

7%

10%

9%

4%

10%

8%

3%

3%

5%

2%

4%

6%

6%

5%
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7%
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2%
6%

22年度

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度

「課題研究」に取り組む際の妨げやストレスを感じたこと

a受験勉強との両立 b部活動との両立 c大学教員との人間関係

d高校教員との人間関係 e連絡方法 f交通手段

gその他



• ３年生全員（120名）が、愛媛大学共通教育科目を大学生と

ともに受講する。

• パイオニア・アドバンスト・プレイスメント（Ｐ－ＡＰ）プログラ

ムの創設と二重単位付与を行った。

（２）ＳＧＨ科目 「リベラル・アーツ」（２単位）





（６）「リベラル・アーツ」（新設科目：２単位）

43% 44% 0% 9% 4%

授業のテーマや内容に対して興味や関心が持てたか？

大変、興味や関心が持てた どちらかといえば持てた

普通 どちらかといえば持てなかった

まったく持てなかった

成績 秀 優 良 可 不可

人数 ２５ ４７ ２２ １２ １３

大学の評価

アンケート



 
平和学 広い世代に １２年目・愛媛大講座 

 新たに高校生参加 ／愛媛 
毎日新聞 2016年 5月 12日 地方版 

 戦争を直接知る世代から話を聞いた
り、広島など各地を訪ねる愛媛大の「平
和学」講座。２００５年度に開講し、１
２年目となる今年度は新たに同大付属高
（松山市）の３年生も受講し、大学生と
活発に意見交換している。【松倉展人】  
 平和学は全学部の共通教育科目。今年
度は計約３００人が学ぶ。特徴は「祖父
母の戦争体験を聞く」講義。特攻隊で多
くの仲間が戦死した元海軍航空隊員らが

講師となって当時の体験を語る。  

 付属高の３年生１１９人は、正規科目「フリーサブジェクト」で
大学の授業を受ける。平和学は今年度から受けられるようになり、成績が優
秀な生徒には、愛媛大入学後に正規の単位とする「二重単
位」も認める。  

 初回の講座には３年生１５人が出席。１人ずつが学生のグループに加わって話し合う場
面もあった 大学生からは「海外のサイトでは『日本人が戦争を反省していない』と言わ

  

 
  

 







校長，副校長
本事業責任者

愛媛大学
管理機関

文部科学省

愛媛県教育委員会

SGH運営指導委員会

主幹教諭

職員会議

運営委員会

SGH推進委員会
企画・運営・統括・渉外

愛媛大学
・法文学部
・教育学部
・社会共創学部
・理学部
・医学部
・工学部
・農学部

ローカ
ル

グローバ
ル

グローカ
ル

１年学年団
学年主任・副主任

担任・副担任

２年学年団
学年主任・副主任

担任・副担任

３年学年団
学年主任・副主任

担任・副担任

事務課長
会計管理

事務職員
経理・事務棟

企業等
・三浦工業株式会社
・井関農機株式会社
・株式会社愛媛銀行
・えひめグローバル

ネットワーク
・子規記念博物館 等

農業

工業

国語

外国語

数学

地歴・公民

理科

情報

家庭

保険体育

地域の産業

俳句
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学
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業
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（３）研究組織



校長，副校長

学部担当チーフ（教科主任）

課題研究統括者

主幹教諭

学年主任（副主任）

学部コーディネーター

指導教員
各学部（7学部）
大学指導教員（57人）

・法文学部（10人）
・教育学部（16人）
・社会共創学部（9人）
・理学部（4人）
・医学部（3人）
・工学部（8人）
・農学部（7人）

生徒担当教員（アドバイザー）

高校教員全員（33人）

・法文学部（5人）
・教育学部（9人）
・社会共創学部（6人）
・理学部（3人）
・医学部（3人）
・工学部（3人）
・農学部（4人）

愛媛大学 附属高校

生徒
附属高校生（115人）

・法文学部（23人）
・教育学部（33人）

・社会共創学部（18人）
・理学部（7人）
・医学部（14人）
・工学部（9人）
・農学部（11人）

（３）研究組織 「課題研究」



（１）研究成果に関する発表会
平成27年度（約600名）
平成28年度（約650名）
平成29年度（約650名）
①課題研究成果発表会（9月）
②SGH報告会（2月）
③課題研究代表者発表会（2月）

（２）本校HP及び管理機関HP
SGH専用HP作成
①本校HP：第1回全国農業高校・農
業大学校

ホームページコンテスト愛媛県最
優秀賞受賞
②管理機関HP:愛媛大学広報部局
より情報発信

（４）研究成果の普及

課題研究成果発表会 課題研究成果発表会

ＳＧＨ報告会 課題研究代表者発表会

ＳＧＨホームページ本校ホームページ



（３）生徒による研究発表等（44件、受賞等28件）
①学会発表等（3件）
②国内コンテスト等（34件、受賞等26件）
③国際コンテスト等（6件、受賞等2件）
④地域の出前講座等（1件）

※３か年（平成27・28・29年度）

（４）高校教員による研究発表・論文掲載等（19件）
①日本リメディアル教育学会第13回全国大会
②日本リメディアル教育学会第5回中国・四国支部大会
③平成28年度愛媛大学教育改革シンポジウム
④日本リメディア教育学会第1回東北支部大会
⑤The 25th Annual Korea TESOL International Conference
⑥全国附属学校研究大会（4件）
⑦「リメディアル教育研究」誌（1件）
⑧日本理科教育学会編「理科の教育」誌（2件）

⑨科学技術振興機構「中高生の科学研究実践プログラ
ム」に採択

⑩下中記念財団「下中科学研究助成金」に採択
その他（5件）

※３か年（平成27・28・29年度）

（４）研究成果の普及



（５）報道機関による報道

平成27年度（17回）→平成28年度（24回）→平成29年度（20回）

テレビ局
（１５回）

ＮＨＫ（５）、愛媛ＣＡＴＶ（２）、南海放送（４）、
テレビ愛媛（２）、あいテレビ（２）

新聞等
（４６回）

愛媛新聞（３６）、愛媛新聞ブログ（２）、
読売新聞（２）、毎日新聞（２）
専門学校新聞（１）、雑誌（１）
高校生新聞（１）、
サクラメント松山姉妹都市協会報告書（１）

愛媛新聞：平成27年9月24日

あいテレビ 南海放送

（４）研究成果の普及



（１）大学との連携強化、高校教員の教育研究力の向上
・愛媛大学との密な連携
・国際交流提携の支援
・教員による共同研究・研究発表・論文発表
・持続可能なプログラム設計 （ＳＧＨ中間評価より）

２．ＳＧＨ事業の成果と課題

（３）ＳＧＨ事業の成果普及・深化～経費確保が困難～
・グローバル人材の育成は、地方創生をも担う重要な課題

・新たな取組を実施するための経費確保が課題

・一過性にならないよう、継続的な取組が必要

（２）グローバルな視点を持った人材を計画的に育成
・ローカル・グローバル・グローカルな一貫性のあるプログラム開発
・段階的にグローバル能力を育成する工夫に富む精力的な取組
・成果を客観的なデータを踏まえて分析
・ＰＤＣＡサイクルを基準とした指導の工夫・改善
・アクティブ・ラーニングへの指導法転換（ＳＧＨ中間評価より）



（１）課題と今後の取組

○生徒対象簡易版ルーブリックの作成 http://ap.hi.ehime-u.ac.jp/

○海外の交流事業において発生した想定外の出来事への対応、マニュアル

の作成

○より多くの生徒に海外研修プログラムに参加できるよう改善

○アンケート実施を充実させることにより、教育効果測定

（２）成果の普及のための取組に関する計画

○学術的交流が可能となるプラットフォームの開発

○ＳＧＨ事業取組内容の普及活動に取り組む

３．今年度以降の改善点



ご清聴ありがとうございました
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